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はじめに
　20 世紀の日本は，鎖国のうちに生きていた。
　江戸末から明治にかけての黒船と開国の騒ぎがおさまり，社会制度も経済
も教育も軍隊もすべて日本語ですむ「全日本語体制」が確立すると，横のも
のを縦にするだけの便利で手軽な暮らしをおくることになる。そのピークが
英語を敵性語にしたて，ストライクを「よし」，ファウルは「圏外」などと
言い換えた第二次大戦末期だが，私が経験した戦後も大筋は変わらない。
　その秘訣は，外国語のうち必要な言葉は，とりあえずカタカナを使って日
本語に組み込み，本当に必要な言葉だけを「自動車」とか「半導体」のよう
な漢字に置き換えて，必要でないものは捨ててしまうという巧妙さにある。
　この漢字とカタカナの絶妙な組み合わせに気がつかされたのは，留学先の
ルーヴァン大学で，インド人の学生から「日本では何語で医学を学ぶのか？」
と尋ねられた時だ。現在ではどうなっているか分からないが，確かにヒン
ディー語やベンガル語で医学を学ぶのは大変だ。大学に入りさえすれば，な
んでも日本語で学べる日本人は気楽である。日本では，安全と水はタダだと
よく言われるが，日本語もタダでついてくる。教育がこんなにロー・コスト
の国は少ない。
　20 世紀は，この素晴らしい「全日本語体制」を駆使し，敗戦からもたちま
ち立ち直り，高度成長をとげ，世界有数の経済大国となり，ノーベル賞もい
くつか手にした幸せな時代だった。そして 21 世紀の今も，私の暮らす大学は，
ほぼ全日本語の楽園に生き，豊かさの余韻にひたっている。
　そこで少し立ち止まって，日本と，世界と，私の言語習得と言語教育につ
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いて考えてみたい。
1. LL 以前・外国語と出会う
　私が初めて外国語と出会ったのは，1958 年に中学に入学した時だった。そ
れまでは，ローマ字を習っただけで，外国語など聞いたことがない。これは，
おそらく同世代の仲間とほぼ同じ経験だったと思う。
　ただ，少しだけ違うのは，私が入学したのが，なぜかイエズス会の経営す
る中高一貫校だったことだと思う。その頃のイエズス会は，まだ世界中に神
父があふれていたので，旧海軍の潜水艦基地をそのまま校舎にしてしまった
私の学校には，世界各地から日本に布教にやってきた切支丹伴天連でいっぱ
いだった。その頃のことを，幾つか先輩の養老猛さんが，語っている。
「中学校は，母と姉のすすめもあって，カトリック系の栄光学園に進みました。
中学で僕が英語を習ったのは，ドイツ人でしょ，アイルランド人でしょ，ベ
ルギー人でしょ，体操の先生はチェコ人だった。当時としては極端にインター
ナショナル。英語の授業は，日本語の一切ない英語だけで書かれた教科書を
使って，ほとんど英語だけで進められました。難しい単語がそのまま出てく
るから，それを辞書で引きながら。外国語の教え方としてはきわめてオーソ
ドックスでしたけど，今から考えると中学校の英語教育にしては特殊だよね。
　僕は，あんまり語学は好きではなかった。でも，「This is a pen」レベルの
小学校から，中学校に入ってみると授業は全部英語でしょ，まわりは外国人
だらけでしょ，それで日本人の英語の発音がダメだって気づきましたから，
もうちょっとしゃべれるようにしたいと思って，英語のスピーチ部に所属し
ました。そこもずいぶん正統的な教え方をして，シェークスピアの戯曲と
か，「人民の，人民による，人民のための政治」というリンカーンのゲティ
スバーグ演説とかを暗記させるの。それで人前でしゃべらせるの。フレーズ
を覚えて，復唱して，脳に定着させるという，語学にもっとも適したやり方
です。これが，僕と英語との初対面です。」（「養老猛インタビュー」http://
www.enago.jp/dryoro/ 参照 )
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　養老さんのこの話には，たしかに学校の雰囲気をよく伝えているが，私の
経験とはずいぶん違う。私は，小学校で英語を習った記憶はなく，「This is a 
pen」は中学からだった。しかも授業が英語で行われることもなかった。確
かに英語は 1 週間に 7 時間で，多分そのうち 3 時間が英作文で担当はウエー
バー先生だった。しかしウエーバー先生の授業は全日本語で，まさに「縦の
ものを横にする」教育で，しかも後で知ったことだが，ウエーバー先生はブ
ラジル人だった。
　あと 4 時間の英語の授業は，花王石鹸というあだ名の鈴木先生で，これは
英文法と英文購読の授業で「外国語の教え方としてはきわめてオーソドック
ス」だったと記憶する。英会話は，後に上智大学で英語学の授業を担当した
ドイル先生が，高校 1 年か 2 年の選択科目で，1 週間に 1 時間教えただけ。
グリコのおまけ程度にすぎない。
　ただ一つ違っていたのは，教科書が The English Hour という手作り教科書
で検定を通っていなかったことくらい。学校では，この教科書を高校 2 年で
終わってしまい，高校 3 年は，まさに受験指導一色。私が，この時代に面白
く読んだのは，岩田一男の『英文解釈の研究』（旺文社）。受験参考書が愛読
書だった。
　この「全日本語」の中高生生活は，私にきわめて強い「刷り込み作用」を
及ぼし，私の頭を洗脳し，完全な「日本語頭」とし，以後，日本語以外の言
葉で考えることを困難にし，日本語以外の言葉をすべて「外国語」にしてし
まった。まるでショッカーにバッタの能力を埋め込まれてしまった仮面ライ
ダーのような，取り返しのつかない悲劇だった。
　しかし，この学校の「へんな英語教育」も，以後，私が「外国語」を学ぶ
上で大切なヒントを与えてくれたような気もする。
　それは，学校で毎日出会うドイツ人やアイルランド人やブラジル人が，「へ
んな日本語」を平気で話して，決してそれを気にせず，堂々と先生として振
る舞っていたことである。とくにドイツ人校長のグスタフ・フォス先生の日
本語は，「てにをは」がまったくおかしくて，毎回同じ間違いをするのに，
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それを改めもせず，毎朝，朝礼台にたち，訓示する。またアイルランド人の
ブルカ先生は，成績不良でこのままでは落第という私の生活指導を担当し，
私の睡眠時間をチェックしたうえで，へんな日本語で，いろいろアドバイス
する。
　こういうメチャクチャな言語環境で暮らしていると，そのうちに「てにを
は」や，前置詞の間違いは，どうでもよくなってくる。「言いたいことが明
確なら，多少の間違いはどうでもいい」「大切なのは，自分の考えを相手に
正確に伝えたり，相手の言うことを理解することだ」と開き直る，アバウト
な態度が自然と身についてしまったように思う。
　もちろん「へんな日本語」や「へんなフランス語」で相手を説得するには，
実は「外国語」の相当な力量がいることが後に判明するのだが，この「いい
加減さ」や「無責任さ」が，今日にいたるまで「へんなフランス語」「へん
な英語」「へんな韓国語」を話したり書いたりして，誤りに気がついても懲
りずに，なんとなく暮らしている私の生活を支えてくれているように思う。
2. LL と出会う
　この全日本語的世界は，大学に入って，改善されるどころかむしろ強化さ
れてしまった。
　私の入学した大学の文学部仏語仏文学科には二つの講座があり，文学は河
盛好蔵先生，語学は中平解先生が主任教授で，これに助教授 5 名，学生は一
学年に定員わずか 5 名だから，さぞかし手厚い教育が施されたに違いないと
思われそうだが，これはまったく見当違いである。先生方は一般教育には携
わらないので，フランス語は週に 2 回の授業だけ。あとはご勝手にというわ
けだ。
　こういう惨状のなかで，さらに「全日本語的ショック」を与えられたのが，
初年度に履修した小西甚一先生の国文学概論の授業だった。先生は，開口一
番「私は，この春ハーバードから帰国して，日本文学を教えながら興味深い
ことを学んだので，今年はヘミングウエイの短編集を教材に使います」とい
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う。この時，小西先生が「興味深い」と言って取り上げたのが，ニュ ・ークリティ
シズムというまさに当時の「新しい批評」で，先生は毎回，ヘミングウエイ
の短編を一つずつ取り上げながら，「新しい批評」の手法をきわめて具体的
に教えてくれた。後に一世を風靡したニュー・クリティシズムは，おそらく，
これが日本で初めての紹介だったと思う。
　小西先生は，岩田一男の『英文解釈の研究』と並ぶ受験参考書『古文の読解』 
（旺文社）の著者なので，さぞかし梁塵秘抄や土佐日記でもやるのかと思い
きや，ヘミングウエイである。私は，ここで小西先生の「横のものを縦にする」
すさまじい力量に圧倒されて，ますま
す「縦のものは横に，横のものは縦に」
の全日本語体制に引きずり込まれるこ
とになった。
　しかし問題はフランス語である。私
は今でも「なぜフランス語・フランス
文学に手を染めてしまったのか」よく
思い出せないのだが，とにかく仏語仏
文科に入ってしまった。フランス語を
勉強しないと格好がつかない。そこで，
まずアルバイトをして小型のオープン
リール・テープレコーダを買った。
　とにかく，大学が「読み」「書き」「聞き」「話す」という四つの能力をバ
ランスよくと説くのは，今と同じことで，当時はテープの教材もそこそこ出
始めていた。しかし，このテープレコーダは，麻雀好きのクラスメートに貸
し出され，たちまち質流れの憂き目にあってしまった。どうして質流れにな
るまで放っておいたのか思い出せないが，テープレコーダが，私のフランス
語学習の頼りにならなかったのは確かである。
　つぎに手を出したのが，小林正先生の『テーブル式フランス語便覧』だが，
これは役に立った。受験参考書になれた 1 年生の私には，辞書と参考書を頼
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りに『星の王子さま』でも読んでいる方が，テープレコーダより性にあった
のだと思う。
　しかし，時代は「読み」「書き」「聞き」「話す」をたてまえとして採用し
始めていたし，フランス語を学ぶ以上は，フランス人に学ぶにこしたことは
ない。ところが，大学には作家のなだ・いなだ氏夫人のルネ・ラガッシュ先
生が講師でいるだけで，3 年生にならなければ，授業がとれない。
　そこで，当時，飯田橋にあった日仏学院に通うことにした。大学で何も教
えてくれないのなら，アルバイトに精をだして，セカンド・スクールで学ぶ
よりしかたない。その時，私が出会った
の が Gaston Mauger の Cours de langue 
et de civilisation françaises だった。
　フランスは，とくに 17 世紀の「重商
主義政策」以降，イギリスと覇を競って
植民地支配を拡大してきた国なので，外
国人に対するフランス語教育を国策と
し，その教授法開発を進めてきた。とく
に 1870 年の普仏戦争に敗れて以来，フ
ランスは文化大国の旗をかかげ，その中
枢として 1883 年に Alliance française を
設立したという経緯がある。第二次世界大戦以降その教授法開発に深くかか
わったのがガストン・モージェ（Gaston Mauger）だった。
　私が学んだ日仏学院は Alliance française の東京支部で，私は国策学校で，
フランスの国策外国語教育法に従って，フランス語を学んだことになる。
　しかし，この学校が当時採用していたのは LL ではなかった。それは，
Methode directe という古典的な教授法で，ネイティヴ・スピーカーの教員が，
日本語を一切交えずに，フランス語の文法体系に準拠した教科書にしたがい，
基本語彙を用いて，学生の「聞き」「話し」「読み」「書く」能力を深めてい
くというシステムである。
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　この方法は，フランス語をまったく知らない学生には向かないが，たとえ
ば初級の文法を半年ほど学んだ経験のある学習者に対しては，現在でも，き
わめて有効である。モージェの教科書は，ぜんぶで 5 冊あり，これを制覇す
るには膨大な時間がかかるが，大学 1 年生の私が，フランス語の第一歩を学
ぶには最適だった。
　ただ問題は，日仏学院というのは入学試験がないので，さまざまの動機を
もった人たちがやってくる。学生のなかには，シャンソン歌手になりたい人
も，菓子職人になりたい人も，フランス旅行の予行演習で旅行会話を習いた
い人もいる。月謝さえ払えば誰でも先生を独占できるので，なかなか纏まら
ない。それでも，日本人は謙虚で，場の空気を読むのに慣れているので，授
業はなんとか進んでいく。
　モージェの教科書を使った日仏学院の授業は，テープレコーダーをはじめ
とする機材の手助けはなにもなかったが，大学の授業よりは，はるかに面白
く，すっかり日本語で出来上がった私の頭に刺激を与え，多少なりとも「外
国語で考える」ことを教えてくれたように思う。
　結局，私は付かず離れずのルーズな関係を保ちながら，その後ベルギーに
留学するまでの 5 年半をこの日仏学院で過ごすことになるのだが，もう一歩，
フランス語との関係を深めるためには，御茶ノ水のもう一つのフランス語学
校，アテネフランセでの視聴覚授業の経験が欠かせなかったように思う。
　それは確か，大学 4 年生の夏のことだったが，私はアテネの 180 分・週 3
回の集中授業に参加した。この授業では，Alliance française とは別に，やは
り国策であるフランス語普及のために 1959 年に設置された CREDIF が開発
した Voix et Images de France という教材が使用されていた。CREDIF とは，
Centre de recherche et d'étude pour la diffusion du français の略で，仮に日本語
に訳せば「（海外での）フランス語普及のために設けられた研究リサーチセ
ンター」という身も蓋もない露骨な組織である。
　この組織の創立者であるジョルジュ・グーゲンハイム（Georges 
Gougenheim）は，ソシュールの構造言語学とオグデン（Charles Kay Ogden）
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の基礎英語（Basic English）の影響のもとに，「話されるフランス語（français 
parlé ）」の教授法を研究し，その結果生まれたのが Voix et Images de France
だったのだ。
　Voix et Images de France は，スライドとレコードの組み合わせから出発し
たが，私の受講した授業では，さすがにテープレコーダが使用されていた。
授業は，日仏学院と同じく，フランス語のネイティヴ・スピーカーが担当し
たが，特徴的なのはその紙媒体の教科書で，イメージだけで構成され，文字
が一切なかったように記憶する。つまり，教室での授業の予習や復習をしよ
うとする学生は，教科書のイメージ（Images) を見ながら，そのイメージにそっ
て展開される音声 (Voix) をテープで聞き取りと発音を練習する。
　スライド上に展開される会話はフランス語の基本的文型と基礎語彙（Le 
français fondamental ) に基づいているので，学習者は短期間でフランス語の
基本構造と基本語彙を習得し，日常生活に必要な「話されるフランス語」が
身につくという仕掛けである。
　いま振り返ってみると，この方法は基本文型の繰り返しが多く，会話のシ
チュエーションが人工的で，面白くない。授業の主導権も，完全にベテラン
の教授者（＝ネイティヴ・スピーカー）の側にあり，顧客志向ではない。教
授者と学習者の communicative な関係が不足しているので，学習者が主体的
に授業に参加しにくいという欠陥がある。しかし，スライドという映像とテー
プの繰り返し練習とネイティヴの授業が巧みに組み合わされ，しかも週 3 回
のインテンシヴというのは，LL 初心者で「全日本語頭」の私には劇的な効
果があった。単純な場面と構文と語彙の短期集中の繰り返しで，私の脳のど
こかが洗脳されて，なにかが刷り込まれたことは確かだった。
　私が，1975 年の春に専修大学に着任して，アテネより少し素朴な LL 教室
に出会った時，それほど抵抗を感じなかったのは，この時の体験のおかげか
もしれない。私はこのとき「LL は役に立つ」と実感した。
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3. 外国で生活する
　私は「なぜフランス語を学ぶことを選んだのか」まったく思い出せないの
だが，大学生活をおくるうちに日本の鎖国体質にうんざりしてしまった。大
学では小西甚一先生や朝永振一郎先生のように鎖国の壁を気楽に越えてしま
う大人物にも出会ったが，たいがいは戦争のおかげで日本を一歩も出られな
かった人たちに囲まれて暮らしていた。「ふらんすへ行きたしと思へども，
ふらんすはあまりに遠し」という朔太郎の純情が，まだ切実に響く時代だっ
たので，とにかく日本を出たいと思い，比較的手軽だったベルギー政府の給
費留学生度を利用してルーヴァン大学に留学した。
　ここで私が経験したのは，日本語がまったく通じない世界で暮らすことの
難しさである。
　あとで少しばかりソシュールを勉強して納得したことだが，全日本語で生
活してきた私の世界は日本語（Langue Japonaise) でできている（分節されて
いる）。これはフランス語やフラマン語で出来上がっているベルギー人の言
語世界（Langue Belge) とは違う。こんな当たり前のことが，いろいろなタイ
プの苦痛を与える。
　ごく分かりやすい図式的な例をあげてみよう。
　日本人は，朝は「おはようございます」，昼近くなる頃から「こんにちは」，
夕方になると「こんばんは」，寝る前には「おやすみなさい」と挨拶する。
これは，英語の場合の Good morning，Good afternoon, Good evening, Good 
night にほぼ相当する。ところが，フランス語には Good morning と Good 
afternoon の区別がない。お日さまが出ている間は，いつでも Bonjour なの
である。もちろん Good afternoon に相当する Bon après-midi という表現も
あるが，これは出会った時の挨拶ではなく，別れ際の「よい午後をお過ごし
ください」に相当する表現なのだ。
　まあ，これくらいはよいとしても，面倒なのは夕方と evening と soir の違
いだ。日本人にとっては，夕方というのは夜と昼の合間のごく短い時間だが，
イギリス人やフランス人にとっては，evening や soir というのは，日が落ち
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てからベッドに入るまでの長い時間で，夜中の 12 時過ぎでもイヴニングド
レスでも着て宴会をしていれば evening や soir なのだ。
　こういう意味の切り分けの「行き違い」が，外国で暮らすと日常茶飯の出
来事になる。挨拶や，肉や野菜や魚のレベルならまだしも，駅や銀行やホテ
ルや役所や警察や学校など，いたるところで頻発すると大変な負担になる。
　私が，どこまでいっても「全日本語頭の私」という宿命を理解したのはこ
んな時だ。
　私が日本という全日本語で出来上がった世界，言い換えれば「全部が日本
語で分節され，日本語で動くシステム」の中にいる限り，外国語はまさに「外
側の」「他所の」言葉であり，せいぜい指にささった棘とか，目に入ったゴ
ミ，カタカナ英語のようなものだ。しかし，私が一歩このシステムを離れて，
たとえばベルギーのような外国で暮らすと，今度は私がベルギーという言語
システムの「外側の」「他所の」存在，「指にささった棘」や「目の中のゴミ」
になる。自己の言語世界の分節を組み替えて，ベルギー言語システムに合わ
せるか，逆に相手を説得して，相手の言語システムに亀裂を入れ，組み換え
させるしか仕方がないという羽目に陥る。これが，朝起きてから寝るまで続
くのである。
　まあ，こんなことは別に日本人対ベルギー人（＝外国人）の間だけで起こ
る特別なことではないかもしれない。日本人同士の間でも，相手に自分を分
かってもらったり，相手を理解する場合には，いつでも起こることで，言葉
の行き違いはいつも煩わしいし，相手を理解したり，相手に理解してもらう
には相当のエネルギーが必要である。友達や恋人同士だって，見解の違いや，
感性の違いでしばしば破綻する。
　しかし，外国で暮らす場合には，こういうことが床屋でも医者でも，どこ
でも起こる。いいかげんにやり過ごすと，へんな髪形にされたり，妙な注射
をされたり，時には生死にかかわることもある。
　とくに日本人のように全日本語システムの中で気楽に守られて暮らしてい
る場合は（水と安全はタダだと思って暮らしている場合は），ストレスが大
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きい。これが，たとえばインド人の医学生なら，インドにいる時から大学で
は医学を英語で勉強しているから，ベルギーに来て，フランス語で戦を挑ま
れても，それほどの負担を感じることはないだろう。
　私の場合は，中学で英語という外国語に出会いながら，全日本語の「行き
届いた教育」を受け入れ，それを反省しなかったツケがまわってきたのだ。
4. LL との再会
　こんなストレスに囲まれながらも，ベルギー政府の奨学金のおかげで，怠
惰な生活を送っている最中に，まったく偶然のことだが専修大学で教えない
かという誘いを受けた。多分留学生活 4 年目の秋だったと記憶する。専修大
学については何も知らなかったが，ちょうどパリ滞在中だった市倉宏祐先生
にお会いして心が決まった。
　その頃，先生はドゥルーズの『アンチ・オイディプス』を読み始めていた。
私が感心したのは先生のフランス語である。パリの小さなアパートに，奥様
と暮らしているのだが，家具がない。リンゴ箱を机がわりにして，壁にむかっ
てドゥルーズを読んでいる。夕食の支度のために市場に買出しに行くのだが，
たどたどしいフランス語で野菜や果物を買う。私に口出しはさせない。とに
かく用を足すのである。市倉先生のフランス語を読む力と話す力の落差は，
すさまじいものだった。
　その時，市倉先生が「どんな本でも 3 回読めば理解できますよ」と言った
言葉が忘れられない。私が 3 回読めばドゥルーズを理解できるとは思わない
けれど，とにかく市倉先生は壁に向かって読み続けていた。外国語を学ぶこ
と，理解すること，使いこなすことには，いろんなレベルがあり，いろんな
一流があるのだ，という当たり前のことを教えられた。市倉先生も最初はフ
ランス語を教えながら，哲学を教えていたという。いったい先生は，どんな
風にフランス語を教えていたのだろう。
　1975 年の春，私は，6 年目の奨学金を半年分使い残して，5 年半ぶりに帰
国し，専修大学の教員になった。当時の LL 教室は旧 2 号館 2 階にあり，50
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席の教室が一つと 60 席のヒヤリングブース，それに録音室と編集室がつい
た簡単なもので，テープの音声を利用した授業と音声を聞いて繰り返し練習
ができるだけの「視聴覚以前」のものだった。
　しかし当時の日本の大学における外国語教育の状況を考え合わせれば，こ
れは決して「時代遅れ」ではなかったと思う。また，私の経験した他の大学
とくらべてみても，けっして見劣りがするものではなかった。
　とくに私が体験したフランスやベルギーの場合は，旧植民地圏のエリート
候補生が学びに来るのだから，「フランス語は出来てあたりまえ」「できない
者は，大学に来るな」といってはばからない勢いだった。
　この風潮が一気に変わるのが，EU 統合である。ヨーロッパが一つにな
るのなら，文化や言葉の壁を越えて自由に行き来する「ヨーロッパ市民」
を大量生産しなければならない。こんな目的で，学生の交換を支援する
ERASMUS プログラムが誕生するのは 1987 年のことだ。
　このプログラムによって，ヨーロッパ各地の大学に他国の学生を受け入れ
るための語学研修プログラムが誕生する。「フランス語が出来ないなら，フ
ランスの大学に来るな」から，「大学で学ぶ動機と能力があれば，フランス
語が出来なくても支援します」「ぜひ来てください」の時代に一挙に移行し
てゆく。
　この時代になると，専修大学も国際交流センターを立ち上げ，たとえばフ
ランスと，まず語学研修を始め，つづいてリヨン大学と交流協定を結び，リ
ヨンの学生を受け入れると同時に専修大学の学生を派遣することになり，LL
教室の整備も進むのだが，1975 年は，こうした黒船以前のことである。視聴
覚教材をそろえようにも，まだビデオすら普及していなかったのである。
　こんな状況のなかでフランス語を教え始めた私には，当初 LL 教室に関わ
る余裕がなかった。
　当時の専修大学の外国語教育は英語が必修で，それ以外の外国語は選択で
「第二外国語」と一括りにされていた。そして多くの学部では，英語は 12 単
位が必修で，LL 教室の授業を組み込むことで，授業を差異化するというゆ
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とりがあった。
　ところが第二外国語の場合は，A と B という初級 2 科目を選択すると，こ
れが週 1 回，なんと 2 コマ連続の 180 分授業（90 分授業の連続 2 展開）。と
ても LL 教室を使う状態ではない。大学に入って初めて学ぶ外国語を，週 2
回の授業，しかも連続 2 展開で，音声中心の機材を使用して行うのは無理で
ある。まず，この二つの授業を切り離し，一つを文法，一つを運用の授業とし，
違った曜日に 1 展開ずつ振り分けなければならない。
　私は，この AB を違った曜日に振り分ける作業に着手し，各学部の必修科
目がひしめく中に空き時間を見つけて，第二外国語を押し込む，ジグソーパ
ズルを解くはめになった。
　この難事業を成し遂げることができたのは，当時の文学部教務課主任の佐
藤清生さんのおかげである。有能で信望の厚い佐藤さんが，各学部を駆け巡
り，無理筋を通し，隙間を見つけて，複雑なパズルを解いてくれた。
　当時の第二外国語は，ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，インド
ネシア語で，言語ごとに事情は違ったが，とにかく二つの授業を文法と運用
に差異化し，異なる曜日に 1 展開ずつという原則がスタートした。
　私が LL 教室にたどりつく前に，次に手がけなければならなかったのは，
会話の授業を展開して，フランス語のネイティヴ・スピーカーを招聘するこ
とだ。LL で機材を使うより，まずネイティヴだ。しかし日本の大学で教え
始めたばかりの私には人脈がない。当時の同僚だった寺川博先生も山本慧一
先生も，以前はフランス語を教えておられた久重忠夫先生も，まったく心当
たりがない。そこで仕方がなく私が選んだのはベルギー時代に世話になり，
折よく横浜教区で働いていたカンペンハウト神父だった。高校時代に神父か
ら英語をならった私には，神父をフランス語教師にしてしまうことに抵抗が
なかったし，寺川先生も賛成してくれた。現在は初級会話と中級会話の授業
があるが，当時はまだなかったので，中級の運用の授業を担当してもらった
と思う。さすがにカンペンハウト神父には掛け持ちは無理で，2 年ほどで後
任のネイティヴと交代したが，これが英語以外の外国語で最初のネイティヴ
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の授業で，communicative を志向する試みの第一歩だった。
　私が LL 以前に手がけた三番目の仕事は，第二外国語初級の必修化である。
選択科目である第二外国語初級を必修にするには，各学部の英語 12 単位必
修から 4 単位を割愛してもらわなければいけない。そのために何度も英語系
列会と話し合い，合同系列会を重ねて，ようやく合意をとりつけたが，第二
外国語系列の内部がまとまらない。その年度は，おそらく 20 回を超える会
議を開いたと思う。結局，全学部の担当者の意見が纏まらなければ実施は難
しいという教務側の見解に従うことになったが，夜 8 時を過ぎて暖房が切れ
ても，辛抱強く付き合って下さったドイツ語の小宮曠三先生の姿を，いまも
懐かしく思い出す。
　後に，第二外国語初級必修は実現するが，この時の対立が響いて経営学部
の必修化だけは見送られた。若かった私が，合意形成を急ぎすぎた結果だと
思う。
　第二外国語のカリキュラム改正に忙殺されたことと，1980 年度にフランス
政府からの誘いで 1 年間フランス政府の給費留学生としてパリ大学に留学し
たために，私の LL デビューは，新 1 号館が誕生し，経営学部長だった大河
内正陽先生を中心に情報科学センターが活動をはじめた 1981 年のことだっ
たと思う。LL 教室は，この時 A，B，C，D，E という 5 教室に事務室と資
料室のついた LL 研究室に生まれ変わり，カセットデッキに加えて，ビデオ
デッキを備えた「視聴覚教室」としてスタートした。
　LL のビデオ教材は，あっという間に DVD 教材にとって代わられてしまっ
たが，従来のスライドに比べて，はるかに優れたツールだった。ビデオが提
示する画像が，一時的にもせよ教室を「フランス」に変えてくれる。これは，
特に日本人の教師には便利である。
　フランス人のネイティヴ・スピーカーであれば，スライドや教科書を利用
して，一瞬にして教室を「フランス」にしてしまうことができるが，私のよ
うな「全日本語頭」の人間には難しい。日本人を相手にフランス語を話すこ
とが恥ずかしくて，苦手で，苦痛なのである。しかし，ビデオがあれば，教
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室を「フランス」という疑似環境にワープさせて，「はあい，みなさんパリ
に着きましたよ。パリにようこそ！！」程度のことを抵抗なく行うことがで
きる。しかる後に，テキストに沿って基本的な構文と語彙の繰り返し練習を
して，テキストから少し離れた表現を練習し，最後に紙媒体で確認のエクサ
サイズをすればいい。
　当初，私が LL 教室で行ったのは，このタイプの授業である。
　その問題点は，レディ・メイドの教材なので，レディ・メイドの状況から
抜け出すことが難しく，フランス語を初めて学ぶ初級の学生の教育には向か
ないということだ。そのかわり，一通り文法を学んだ中級の学生には，最適
の教材の一つになったと思う。
5. LL から CALL へ
　以上のようなビデオの映像とカセットテープの音声が中心の LL 研究室に，
本格的にコンピュータが導入されて CALL（Computer Assisted Language 
Learning）教室として機能し始めるのは，1996 年の山本室長の時代である。
従来の事務室の奥にサーバー室が設けられ，サーバーと，教卓のマスターコ
ンソールと，学生のブースのコンピュータが連携して動き始めた。
　外国語の学習に
とって，これは画期
的な出来事だった。
従来のビデオ教材の
利用に加えて，教材
を配布して文法や作
文の練習問題を解か
せたり，その解答の
解説をしたりする操
作が，瞬時に可能で
ある。また学生一人
40
ひとりの学習記録を管理することもできた。
　しかしながら，正直に告白すれば，私は CALL を使いこなすことができ
なかった。それは，私自身の能力と努力の不足に起因するところが大なの
だが，その一方でコンピュータの言語とシステムが，完全に英語主導で出
来上がっていたことにもよる。たとえば，キーボードの配列一つにしても，
英語とフランス語では違う。CALL 教室のキーボードは英語入力に便利な
QWERTY 配列なので，フランス語入力に必要なアクセントがない。フランス
では AZERTY 配列が一般なのである。
　またインターネッ
トで必要なフランス
語教材を見つけても，
ワープロ・ソフトに
変換すると文字化け
してしまうことがし
ばしば起こった。授
業で利用しようにも，
こうした小さな問題が次々と障害を引き起こし，棘のように突き刺さってき
て，私の乏しい知識では，まったく対応できないことに気づかされた。
　さて，どうしたものか。
この時，奇跡のように私
を救ってくれたのが，ソ
フト・ウエア開発の鉄人，
高田祐二さんである。彼
が自ら開発した教育ソフ
ト OPUS を無償で提供
してくれただけでなく，
私が LL 教室に設置した
サーバーにインストール
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し，CALL システムのサーバーとリンクしてくれた。
　さっそく私は，OPUS を利用して初級文法用の練習問題を作成し，「マル
チメディア フランス語教室」というホームページを立ち上げ，一般公開する
と同時に，LL 教室内の閉ざされたネット上にアップロードし，初級文法の
履修者たちに提供した。教室で学生たちが OPUS で作成した練習問題を解く
と，その学習履歴がサーバーに記録される仕組みである
　実をいうと，このホームページの練習問題は，1996 年 3 月に私が作成した
『こんたくと フランス語文法』（白水社）と連動していた。この教科書には，
やはりソフト・ウエア開発に携わっていた渋谷勲さんと共同開発した CD-
ROM が付属し，画面上の単語や文章をクリックすると，発音したり，意味
や文法的な解説をしてくれる。これは，学生の予習・復習にも便利だが，プ
ロジェクターで映し出せば，板書の手間を省いてくれる。ちょっとした電子
黒板の役割をはたしてくれる。怠惰な私は CALL 教室誕生以来，今日に至る
まで，この教科書とホームページを使って，フランス語初級構造を教え続け
ることになった。
　そして，その 5 年後に CALL システムのリニューアルの機会が訪れた時に，
もう一つ新しい工夫を付け加えることにした。この時に導入された教材作成
ソフト Stream Author を利用して，初級文法の授業そのものをネット公開す
ることである。学生にかぎらず，誰でもインターネット上の「マルチメディ
ア フランス語教室」にアクセスして，Contact Direct というアイコンをクリッ
クすれば，私の授業を何度でも無料で受講することができる。これと併せて，
同じくネット上に公開されている Contact Exercices の OPUS の練習問題を解
けば，「わざわざ教室に来なくても，家でも，電車のなかでも，受講できる」
という仕掛けである。
　こんなシステムは，誰でも思いつくことだし，それほど手間もかからない。
将来的に，ユビキタス（誰でも，いつでも，どこでも）な教育システムが社
会の共通理解となり認知されれば，それなりの価値があるものだろうが，現
状では，まったくといっていいほど利用されていない。
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　私自身，学生には「これは授業の補助手段で，予習や復習，あるいは万一
欠席した時の自習に利用してください」と伝え，外国語の学習にはフェイス・
ツ・フェイス (face to face)のアナログな授業が最適で，デジタルはあくまで「代
替品」にすぎないと公言していたので仕方がないことだが，これがネットの
宿命である。ネット上に何を公開しても，利用者に強い動機を与えなければ，
誰もアクセスせず，エア・ポケットに落ちてしまう。
　大学のような教育の場で，遠隔授業（teleteaching, distance education, 
distance learning） を実施しようと考えたら，どこかの予備校のように大規模
に，システマティックに行わなければ意味がない。私の実験のようにアド・
ホックな付け足しではネット上のエアポケットに陥ってしまい，実効性がな
いのである。私は，そのことを思い知り，大学のさまざまの機関に「せめて
遠隔授業の教材作成室を作ってみませんか」と嘆願書を書いたが，まったく
効果がなかった。
　私が夢想する遠隔授業はごく初歩的なものである。
　教員が，さまざまなレベルの教材を作成し，ネット上に公開する。そして
学生にパスワードを与え，学習履歴を確認する。教材に練習問題を組み入れ
れば，学生の到達度もチェックできるだろう。語学の場合は，さらに各種の
検定試験を組み合わせれば，かなりの効果を期待できる。
　こんな簡単なことでも，実施はかなり難しい。教材の作成には手間がかか
るし，なにより担当教員の合意形成が難しい。しかし，一端システムが走り
出してしまえば，あとは維持管理とリニューアルの手間が残るだけだ。
　問題は，デジタルのユビキタスな教育によって生まれた余裕を，いかに利
用するかである。私は，とりあえず二つの使い道があると考える。
　一つは，通常授業をこれまで通り行って，「学生の選択肢を増やすこと」
である。授業に出たくない学生は，ネットで対応して，アナログ授業の学生
と一緒に中間や期末の試験をクリアすればよい。こうすれば，アナログの授
業にも，余裕が生まれる。
　もう一つは，通常授業を廃止して，これまでの授業時間帯をオフィスアワー
LLからCALLへ　―私の外国語修行―　43
として，教員が家庭教師のような個別指導を行い，学生一人ひとりの問題を
解決することである。教員は，学生の学習履歴を把握し，医師がカルテを見
ながら患者を診断し，治療するように，学生を個別指導する。学生も，指導
時間をネットで自由に予約し，学習履歴で自分の問題を確認したうえで，指
導を受けることができる。
　いずれも大して難しいことではないが，現在では，ただの夢物語にすぎな
いだろう。
　しかし，これも外国語学習に視点を絞れば，悪くない解決策ではないだろ
うか。まず隗より始めよだ。
　英語にせよフランス語にせよ，一つの外国語を身につけるためには 2000
時間とか 3000 時間，あるいはそれ以上の集中学習が必要だと考えられてい
るから，現行の大学の外国語授業では，授業時間が決定的に足りない。現在
の専修大学のシステムで，英語以外の外国語を学びはじめた学生は，初年度
には年間 45 時間の授業を最大 3 コマ受講するだけだから，最大でもわずか
135 時間にすぎない。これでは，まったく効果が期待できない。
　コンピュータは，こんな状況のもとでこそ，威力を発揮する。学生が，意
欲を示せば，十分な学習手段を提供することができる。
　たとえば CALL 教室に，教員や Teaching Assistant を待機させて，学生の
学習のレベルや適性に合わせて，教材資料室に用意された教材を提供すれば
よい。あとは，学生のやる気である。実は，CALL は自習にもっとも適した
システムなのである。
6. まとめー楽観的な見通しー
　とはいうものの，大学は外国語学習のためにあるわけではない。
　外国語を集中学習しようという学生は，ごく少数だし，大半の学生は「年
間 135 時間どころか 90 時間の授業で結果を出したい」と考えているはずだし，
教員もまたその期待に応える義務がある。こうした現状のもとで，CALL や
コンピュータはどんな役に立つのだろうか。
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　この点でも，私はかなり楽観的である。
　私が初めて専修大学の教壇に立った 1975 年の時点では「第二外国語は，
教養である」「実用に適さなくてもよい」という一言で一切が片づけられて
いた。もちろん，そこには「教養は実用であり，役に立たない教養はない」
という前提があったのだが，2015 年の現在では，状況が変わった。
　たしかに私は，いまも「教養こそが実用であり，役に立たない教養はない」
と考えているが，同時に「教養は実用であり，役に立たないものは教養では
ない」とも考えている。役に立つ教養の提供が責務なのである。
　1975 年の昔と 2015 年の今では，状況が一変した。初級の学生に 90 時間
程度の授業を行うことは，かつても今も変わりないが，すべてがアナログで
鎖国状態の 1975 年とは違い，2015 年の現在，世界はグローバル化し，情報
ネットワークの深化のおかげで，大学での初級フランス語の授業は，ごく当
たり前に，いつでも，どこでも，誰にでも役に立ち始め，「実用が可視化した」
と実感する。
　紙数が尽きたので，ごく身近な例を一つ挙げれば，コンピュータ・ネット
ワークの深化によって，ドラえもんの「翻訳こんにゃく」はコモディティ化
（commoditization）して，だれでも，いつでも，どこでも使える商品になり
つつある
　たとえばスマートフォンの Google の翻訳アプリは無料である。日本語と
韓国語の場合，このアプリを起動して日本語で話しかけると，かなり正確な
韓国語の翻訳音声がかえってくる。フランス語で話しかけると，やはり正確
な英語がかえってくる。もちろん，日本語で話しかけて，フランス語の正し
い翻訳音声を聞くのはまだ無理である。
　日本語と韓国語，英語とフランス語は，文法や語彙の親和性が高いが，日
本語とフランス語の距離は，まだ遠い。
　しかし，外国人観光客が増加した昨今，デパートや家電量販店が，タブレッ
トを利用し，多言語による商品説明のサービスを開始した。この説明が音声
入力と出力の機能を伴う communicative なツールになる日は，そう遠くない
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だろう。
　しかし，この便利で格安な翻訳アプリを誤りなく使うためには，最低限の
外国語の知識を持っていた方がよい。たとえば韓国語の敬語のシステムを知
らずにアプリを使うと，とんでもない失敗を犯し，顧客を失ってしまう可能
性が高い。韓国語に関する初歩的な知識が，確実にリスクを減らす。
　翻訳アプリの操作は，たとえば脳外科医がコンピュータの支援を受けなが
らクモ膜下出血の手術を行う場合とよく似ている。外科医が，脳のシステム
を知らなければ，「手術アプリ」はうまく働いてくれない。手術は，きっと
失敗する。同じように，初歩の韓国語やフランス語の知識がなければ，翻訳
アプリの初歩的な誤訳を発見することができない。外科手術も翻訳も，アプ
リの働きは利用者の習熟度とリンクしているのである。
　私たちは，今やコンピュータやロボットや AI のネットワークに組み込
まれて暮らしている。Computer Assisted は外国語学習に限ったことではな
く，自動車も，掃除機も，銀行も，介護も，テレビ，新聞も，既にすべてが
Computer Assisted なのだ。コンピュータやロボットや AI の支援を上手に引
き出すためには，最低限の「教養＝実用」が必要となる。
　私たちは，大学で 1 年に 90 時間学ぶ外国語が，教養としても実用として
も役に立つ時代に突入しつつある。専修大学の CALL（Computer Assisted 
Language Learning）は，まさに，このような時代の外国語学習に必須のシス
テムなのだ。
